６　１号墳について

　長瀬高浜１号墳は、この遺跡最大の円墳で直径２４メートル、周溝総径３３メートル、高さ２メートルあり、幅２メートルの周溝と、直径１０～３０センチメートルのEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ふき),葺)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(いし),石)を２段に張りめぐらせた古墳である。

　中央に長さ１.８５メートル、幅０.６１メートルの側面が舟形をした箱式石棺（安山岩製）が安置されていた。棺内は朱色に塗られ、頭骨が赤く塗られた熟年の女性が、３個のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(はじ),土師)器EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(たかつき),高坏)を組み合わせたEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(まくら),枕)をし、頭を東に向けて埋葬されていた。遺骸の右手の横には絹EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ひも),紐)を巻いた鉄製の直刀が１本副葬されていた。遺骸の額にはEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(うるし),漆)塗の竪EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(くし),櫛)が１点あった。墳丘では土師器、須恵器、石釧と朱を入れた甕が土壙内にあり、葬送儀礼とのかかわりを想像させる。

　また、周溝内外に多くの埋葬施設があった。それは、箱式石棺９基、円筒埴輪を２本合わせた円筒埴輪棺３基、円筒埴輪を埋納した箱式石棺１基、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(いしぶたどこう),石蓋土壙)１基で、幼児を葬った１メートル内外のものがほとんどだった。これらは、中央部に葬られていた女性とどんな関係にあったのだろうか、いずれにしてもこの女性は、当時、このムラを支配した“女王”的な存在だったと思われる。


　１号墳の築造時期は、副葬品などから古墳時代中期後半（５世紀後半）と推定されている。
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